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（
資
産
の
流
新
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
 
 

箋
八
条
 
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
縁
 
（
平
成
十
年
法
 
 
 

縁
語
百
元
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 

第
二
百
条
第
三
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
 
 
 

号
の
次
に
次
の
〓
号
を
加
え
ろ
。
 
 

三
 
電
子
記
録
債
権
 
（
電
子
記
録
債
権
法
 
（
平
成
十
 
 

九
年
法
綾
第
百
l
言
ち
）
 
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
 
 

る
電
子
記
録
債
権
を
い
う
。
第
二
百
二
条
に
お
い
 
 

て
同
じ
り
）
 
 

第
二
百
二
条
中
 
「
で
あ
っ
て
金
銭
の
支
払
を
目
的
と
 
 
 

す
る
も
の
」
・
を
「
（
金
銭
の
支
払
を
目
的
と
す
る
も
の
に
 
 
 

限
る
っ
）
又
は
電
子
記
録
債
権
」
 
に
、
「
と
い
う
」
 
を
 
「
と
 
 
 

総
称
す
る
」
 
に
改
め
る
。
 
 
 

（
托
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
理
化
を
図
る
た
め
 
 
 

の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
 
 
 

る
法
徒
の
一
部
改
正
）
 
 

第
九
菜
 
株
式
等
の
取
引
に
係
る
決
済
の
合
－
甲
丁
化
を
図
る
 
 
 

た
め
の
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
 
 
 

正
す
る
法
律
 
（
平
成
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）
 
の
一
 
 
 

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 

個
別
策
八
十
一
条
の
う
ち
、
国
税
徴
収
法
第
六
十
二
 
 
 

条
寛
二
項
の
改
正
規
定
中
「
（
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
 
 
 

」
芳
信
」
 
達
 
「
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
」
 
に
、
「
を
 
 
 

除
ノ
こ
＼
り
 
以
下
こ
の
粂
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
 
を
削
る
」
 
を
 
 
 

「
及
び
」
・
一
ぞ
削
り
・
、
「
（
以
下
」
 
■
一
だ
「
（
次
粂
に
お
い
て
」
 
 
 

卜
上
改
め
る
」
 
に
改
め
、
同
接
第
六
十
二
条
の
二
を
削
る
 
 
 

改
正
規
定
中
 
「
削
る
」
 
を
 
「
削
り
、
第
六
十
二
条
の
三
 
 
 

を
第
六
十
二
条
の
二
と
す
る
」
 
に
改
め
る
。
 
 
 

（
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
縁
の
一
 
 
 

汗
代
∵
⊥
．
一
 
 

語
十
某
 
犯
罪
に
よ
る
収
益
の
移
転
防
止
に
関
す
る
法
律
 
 
 

二
半
銭
十
九
年
法
律
第
二
十
二
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
 
 
 

う
に
改
正
す
る
。
 
 

穎
l
一
条
第
二
項
第
三
十
二
号
の
次
に
次
の
〓
弓
を
加
 
 
 

え
る
り
 
 

三
十
一
の
l
一
電
子
記
録
債
権
法
 
（
平
成
十
九
年
法
 
 

律
第
百
二
号
）
 
第
二
粂
第
二
項
に
規
定
す
る
電
子
 
 

債
権
記
録
機
関
 
 

第
二
十
条
第
～
項
第
九
号
中
 
「
及
び
第
三
十
〓
号
」
 
 
 

を
 
「
か
ら
第
三
十
二
号
の
l
一
夏
で
」
 
に
改
め
る
。
 
 
 

「
金
融
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）
 
 

崇
十
一
条
 
金
融
庁
設
置
法
 
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
 
 
 

号
〕
 
の
一
郭
・
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 

第
四
条
第
t
一
十
号
の
次
に
次
の
〓
号
を
加
え
る
。
 
 

二
十
の
二
 
電
子
記
録
債
権
の
電
子
記
録
に
関
す
る
 
 

一
上
。
 
 
 

（
検
討
）
 
 

第
十
二
条
 
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
 
 
 

し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
、
社
会
 
 
 

経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
電
子
債
権
記
録
機
関
 
 
 

に
係
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
 
 
 

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

法
律
第
百
三
号
 
 

救
急
医
痍
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
 
 

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
 
 
 

（
目
的
）
 
 

第
一
条
 
こ
の
法
律
は
、
救
急
医
痍
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
 
 
 

用
い
た
救
急
医
疲
が
傷
病
者
の
救
命
、
後
遺
症
の
軽
減
 
 
 

等
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
救
急
医
療
 
 
 

用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
全
国
的
な
確
 
 
 

保
を
図
る
た
め
の
特
別
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
 
 
 

り
、
良
質
か
つ
適
切
な
救
急
医
療
を
効
率
的
に
提
供
す
 
 
 

る
体
制
の
確
保
に
寄
与
し
、
も
っ
て
国
民
の
燵
康
の
保
 
 
 

持
及
び
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
 
 
 

に
賃
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 
 

（
定
義
）
 
 

第
二
条
 
こ
の
法
律
に
お
い
て
 
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
 
 
 

タ
ー
」
 
と
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
ヘ
 
 
 

リ
コ
ブ
タ
ー
を
い
う
。
 
 

一
救
急
医
療
に
必
要
な
機
器
を
装
備
し
、
及
び
医
薬
 
 

品
を
搭
載
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
救
急
医
窟
に
係
る
高
度
の
医
療
を
提
供
し
て
い
る
 
 

病
院
の
施
設
と
し
て
、
そ
の
敷
地
内
そ
の
他
の
当
該
 
 

病
院
の
医
師
が
直
ち
に
搭
乗
す
る
こ
と
の
で
き
る
場
 
 

所
に
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

内
閻
総
理
大
臣
 
 

総
務
大
臣
 
 

法
務
大
臣
 
 

財
務
大
臣
 
 
尾長菅安  
身勢  倍   
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次遠偉三   
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（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
 
 
 

確
保
に
関
す
る
施
策
の
目
標
等
）
 
 

第
三
条
 
救
急
医
頻
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
1
を
用
い
た
救
急
医
 
 
 

療
の
確
保
に
関
す
る
施
策
は
、
医
師
が
救
急
医
療
用
ヘ
 
 
 

リ
コ
ブ
タ
一
に
搭
乗
し
て
速
や
か
に
傷
病
者
の
現
在
す
 
 
 

る
場
所
に
行
き
、
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
一
に
 
 
 

装
備
し
た
機
器
又
は
搭
載
し
た
医
薬
品
を
用
い
て
当
該
 
 
 

傷
病
者
に
対
し
当
該
場
所
又
は
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
 
 
 

コ
ブ
タ
ー
の
機
内
に
お
い
て
必
要
な
治
療
を
行
い
つ
 
 
 

つ
、
当
該
傷
病
者
を
速
や
か
に
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
 
 
 

所
に
搬
送
す
る
こ
と
の
で
き
る
態
勢
を
、
地
域
の
実
情
 
 
 

を
踏
ま
え
つ
つ
全
国
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
 
 
 

る
も
の
と
す
る
。
 
 

2
 
前
項
の
施
策
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次
に
掲
げ
る
 
 
 

事
項
に
留
意
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
傷
病
者
の
医
療
機
関
そ
の
他
の
場
所
へ
の
搬
送
に
 
 

閲
し
、
必
要
に
応
じ
て
消
防
機
関
、
海
上
捉
安
庁
そ
 
 

の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
協
力
が
適
切
に
図
 
 

ら
れ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
へ
き
地
に
お
け
る
救
急
医
療
の
確
保
に
寄
与
す
る
 
 

こ
と
。
 
 
 

三
 
部
道
府
県
の
区
域
を
超
え
た
連
携
及
び
協
力
の
体
 
 

制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
。
 
 
 

（
医
療
法
の
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
四
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
法
 
（
昭
和
二
十
三
年
 
 
 

法
律
第
二
百
五
号
）
 
第
三
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
 
 
 

る
基
本
方
針
 
（
次
粂
第
一
項
に
お
い
て
 
「
基
本
方
針
」
 
 
 

と
い
う
。
）
に
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
 
 
 

救
急
医
療
の
確
保
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
 
 
 

る
。
 
 
 

（
医
療
計
画
に
定
め
る
事
項
）
 
 

第
五
条
 
都
道
府
県
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
 
 
 

の
規
定
に
基
づ
き
、
基
本
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
 
 
 

域
の
実
情
に
応
じ
て
、
同
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
を
 
 
 

定
め
、
又
は
同
法
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
基
づ
き
こ
 
 
 

れ
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
医
療
計
画
に
救
 
 
 

急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
 
 
 

に
つ
い
て
定
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
 
 
 

る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
 
都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
救
急
医
療
用
ヘ
 
 

リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
保
に
係
る
目
 
 

標
に
関
す
る
事
項
 
 
 

二
 
救
急
医
痍
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
痍
 
 

を
提
供
す
る
病
院
 
（
以
下
単
に
 
「
病
院
」
 
と
い
う
。
）
 
 

に
関
す
る
事
項
 
 
 

三
 
次
条
に
規
定
す
る
関
係
者
の
遵
挽
に
関
す
る
事
項
 
 2

 
都
道
府
県
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
救
急
圧
搾
 
 
 

用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
疲
が
、
隣
接
し
又
 
 
 

は
近
接
す
る
都
道
府
県
に
ま
た
が
っ
て
桔
焦
さ
れ
る
必
 
 
 

要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
都
 
 
 

道
府
県
と
連
絡
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
捨
置
）
 
 

第
六
条
 
都
道
府
県
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
！
モ
 
 
 

用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
が
行
わ
れ
る
地
域
こ
と
に
、
 
 
 

病
院
の
医
師
、
消
防
浅
間
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
 
 
 

職
員
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
墾
亨
で
の
他
の
関
係
音
 
 
 

に
よ
る
次
に
掲
げ
る
基
準
の
作
成
等
の
た
め
の
協
議
の
 
 
 

場
を
設
け
る
軍
 
関
係
者
の
連
携
に
閲
し
必
要
な
漕
琶
 
 
 

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
 
 

一
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
出
勤
の
た
め
 
 

の
病
院
に
対
す
る
傷
病
者
の
状
態
等
の
連
結
に
関
す
 
 

る
基
準
 
 
 

二
 
当
該
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
出
勤
に
係
ろ
 
 

消
防
機
関
等
と
病
院
と
の
連
結
体
制
に
関
す
る
基
準
 
 
 

（
救
急
医
痍
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
着
陸
の
場
所
の
詫
 
 
 

保
）
 
 

第
七
条
 
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
道
路
管
理
者
 
（
海
 
 
 

路
管
理
者
に
代
わ
っ
て
そ
の
権
限
を
行
う
者
を
含
む
J
 
 
 

そ
の
他
の
者
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
「
「
ブ
タ
ー
の
考
陸
 
 
 

の
場
所
の
確
保
に
閲
し
必
要
な
協
力
を
求
め
ら
れ
・
た
場
 
 
 

合
に
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
琴
の
二
′
？
も
の
と
す
る
。
 
 
 

（
補
助
）
 
 

第
八
条
 
都
道
府
県
は
、
病
院
の
開
設
者
に
対
し
、
救
急
 
 
 

医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
積
の
提
供
に
 
 
 

要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
都
道
府
県
に
対
 
 
 

し
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
前
 
 
 

項
の
規
定
に
よ
り
補
助
す
る
費
用
の
一
部
を
補
執
す
る
 
 
 

こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

（
助
成
金
交
付
事
業
を
行
う
法
人
の
登
録
）
 
 

第
九
条
 
病
院
の
開
設
者
に
対
し
救
急
医
療
用
ヘ
リ
「
■
1
フ
 
 
 

タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
閂
に
充
 
 
 

て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
事
業
で
あ
っ
て
厚
生
 
 
 

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
 
（
以
下
「
助
成
金
交
付
事
業
」
 
 
 

と
い
う
J
を
行
う
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
は
、
厚
 
 
 

生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

2
 
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人
は
、
前
項
 
 
 

の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 
 

一
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
 
 

そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い
法
人
 
 
 

二
 
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
璧
録
の
一
服
消
し
の
口
前
 
 

三
十
日
以
内
に
そ
の
取
消
し
に
係
る
法
人
の
業
務
を
 
 

行
う
役
員
で
あ
っ
た
着
で
そ
の
取
消
し
の
口
か
ら
二
 
 

年
を
遵
過
し
な
い
も
の
が
そ
の
業
汚
を
行
う
役
員
と
 
 

な
っ
て
い
る
法
人
 
 

黒   
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漂
入
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
き
 
 
 

そ
の
警
誓
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
 
 
 

【
 
助
成
金
交
付
事
業
に
関
す
る
基
金
で
あ
っ
て
厚
生
 
 

労
働
省
令
で
定
め
る
」
萎
準
に
適
合
す
る
も
の
を
設
 
 

け
、
助
成
金
交
付
事
業
に
軍
す
る
実
用
に
充
て
る
こ
 
 

と
を
条
件
と
し
て
政
府
及
び
都
道
府
県
以
外
の
者
か
 
 

ら
出
え
ん
さ
れ
た
金
額
の
合
計
額
を
も
っ
て
こ
れ
に
 
 

充
て
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
幼
成
金
交
付
事
業
を
全
国
的
に
適
正
か
つ
確
実
に
 
 

行
う
に
足
り
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
 
 

る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

へ
報
告
又
は
室
料
の
提
出
）
 
 

票
十
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
助
成
金
交
付
事
業
の
適
正
 
 
 

な
実
施
を
福
住
す
る
た
め
た
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
 
 
 

前
条
亮
一
項
の
萱
録
を
受
け
た
法
人
に
対
し
、
そ
の
業
 
 
 

務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
 
 
 

き
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

へ
指
導
及
び
助
言
）
 
 

箆
＝
T
三
㌫
 
厚
生
労
働
大
臣
ほ
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
 
 
 

を
受
け
た
法
人
に
射
し
、
助
成
金
交
付
事
業
が
円
滑
に
 
 
 

㌢
聖
亡
れ
る
よ
う
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
・
を
行
う
よ
 
 
 

う
努
め
ご
ざ
月
の
と
す
る
。
 
 
 

（
葦
諒
の
取
消
し
）
 
 

諾
十
二
条
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
粂
第
一
項
の
登
録
 
 
 

幸
三
け
た
法
人
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
 
 
 

と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

一
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
 
 

け
た
と
き
。
 
 

一
一
筆
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
適
合
し
な
 
 

く
な
っ
た
と
き
。
 
 

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
 
 

出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
室
料
の
提
 
 

出
を
し
た
と
き
。
 
 
 

明
 
こ
の
法
偉
又
は
こ
の
埠
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
 
 

に
違
反
し
た
と
き
。
 
 

〔
ハ
ム
示
し
 
 

葺
十
二
重
小
 
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
九
条
第
一
項
の
登
録
 
 
 

を
し
た
と
き
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
項
の
登
録
を
 
 
 

取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
に
公
示
し
な
け
 
 
 

れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）
 
 

莞
十
四
条
 
第
九
粂
か
ら
止
別
粂
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
 
 
 

か
▲
 
第
九
条
第
l
項
の
萱
録
に
閏
し
必
要
な
事
項
は
、
 
 
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
b
 
 
 

早
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
の
登
録
の
申
請
を
し
た
 
 

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
 
 

特
例
等
に
関
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

法
律
崇
百
四
自
 
 

社
会
保
障
協
定
の
実
施
に
伴
う
厚
生
年
金
保
険
法
 
 

等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
 
 

目
次
 
 
 

第
l
章
 
総
則
 
（
第
一
条
・
第
t
夏
空
 
 
 

第
二
章
 
健
康
保
険
法
関
係
 
（
第
三
条
）
 
 
 

第
三
章
 
船
員
保
険
法
関
係
 
（
第
四
条
）
 
 
 

第
四
章
 
国
民
健
康
保
険
法
関
係
 
（
第
五
条
）
 
 
 

第
玉
章
 
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
貨
関
係
 
 

（
第
六
条
）
 
 

⊥
・
‖
1
 
 
．
り
 
 
 
 
 
 
 
即
日
■
 
 
R
只
 
 
 

（
施
行
期
日
）
 
 

1
 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
 
 
 

第
九
条
か
ら
崇
十
四
条
£
で
の
規
定
は
、
公
布
の
臼
か
 
 
 

ら
起
算
し
て
〓
千
草
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
較
令
 
 
 

で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 
 

（
健
康
保
険
等
の
適
用
に
係
る
検
討
）
 
 

2
 
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
 
 
 

供
の
効
果
、
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
負
担
 
 
 

の
在
り
方
等
を
勘
案
し
、
救
急
医
頻
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
 
 
 

を
用
い
た
救
急
医
療
の
提
供
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
診
 
 
 

療
に
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
健
康
保
険
法
 
（
大
正
十
 
 
 

〓
筆
法
律
第
七
十
号
）
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
 
 
 

和
二
十
l
一
年
法
律
第
五
十
号
）
 
そ
の
他
の
医
療
に
開
す
 
 
 

7
芝
粕
付
に
つ
い
て
定
灯
る
法
令
の
規
定
に
革
つ
く
支
払
 
 
 

に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
 
 
 

は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
 
 
 

の
と
す
る
。
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

総
務
大
臣
 
音
 
 
義
偉
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
柳
環
 
伯
天
 
 

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理
 
 

国
務
大
臣
 
菅
 
 
義
隆
 
 

第
六
幸
 
田
民
年
金
法
関
係
 
 
 

第
二
霊
神
 
h
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
特
例
 
（
第
七
 
 

粂
－
第
十
条
）
 
 
 

第
二
節
 
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
 

第
一
款
 
給
付
等
の
支
給
要
件
等
に
関
す
る
囁
例
 
 

（
第
十
一
条
－
第
十
三
粂
）
 
 

第
二
款
 
給
付
等
の
額
の
計
算
等
に
関
す
る
特
例
 
 

（
第
十
四
条
－
第
十
七
条
）
 
 
 

第
三
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
等
に
係
る
給
 
 

付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
十
八
粂
－
第
二
 
 

十
条
）
 
 
 

第
四
茹
 
二
以
上
の
相
手
国
期
間
を
有
す
る
看
に
係
 
 

る
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
二
十
一
 
 

条
・
第
二
十
二
条
）
 
 
 

第
五
節
 
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
 
（
第
二
十
三
 
 

条
）
 
 

第
七
章
 
厚
生
年
金
保
険
法
関
係
 
 
 

第
二
即
 
被
保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
特
例
 
（
第
二
 
 

十
四
条
－
第
二
十
六
条
）
 
 
 

第
二
節
 
保
険
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
 

第
一
款
 
保
険
給
付
等
の
支
給
要
件
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
第
二
十
七
条
－
第
三
十
条
）
 
 

第
二
款
 
保
険
給
付
等
の
嶺
の
計
算
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
第
三
十
l
条
－
第
三
十
四
条
）
 
 
 

第
三
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
保
険
 
 

給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
三
十
五
条
－
 
 

第
三
十
七
条
）
 
 
 

第
四
節
 
二
以
上
の
相
手
国
期
間
を
有
す
る
者
に
係
 
 

る
保
険
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
三
十
 
 

八
粂
・
第
三
十
九
条
）
 
 
 

第
五
節
 
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
（
第
四
十
条
）
 
 

第
八
章
 
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
関
係
 
 
 

第
〓
即
 
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
の
適
用
範
囲
に
 
 

関
す
る
特
例
 
（
第
四
十
㌻
条
）
 
 
 

第
二
節
 
長
期
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
 

第
二
款
 
長
期
給
付
等
の
支
給
要
件
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
第
四
十
t
一
条
－
第
四
十
五
条
）
 
 

第
二
款
 
長
期
給
付
等
の
額
の
計
算
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
葵
匹
十
」
ハ
粂
－
第
匹
l
十
九
条
）
 
 
 

第
三
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
長
期
 
 

給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
五
十
粂
－
第
 
 

五
十
二
条
）
 
 
 

第
四
節
 
二
以
上
の
相
手
国
期
間
を
有
す
る
者
に
係
 
 

る
長
期
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
五
十
 
 

三
条
・
第
五
十
四
条
）
 
 
 

崇
五
節
 
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
 
（
第
五
十
 
 

五
条
－
第
五
十
七
粂
）
 
 

第
十
叫
章
 
被
用
者
年
金
各
法
の
規
定
に
よ
る
給
付
に
 
 

係
る
調
整
 
 
 

策
〓
即
 
二
以
上
の
被
用
者
年
金
被
保
険
者
等
一
ド
 
 

あ
っ
た
期
間
を
有
す
る
者
に
係
る
給
付
の
 
 

支
給
の
調
整
 
（
第
九
十
三
粂
－
第
九
十
六
 
 

条
）
 
 
 

第
二
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
給
付
 
 

の
支
給
の
調
整
 
（
第
九
十
七
条
－
第
九
L
一
－
 
 

九
条
）
 
 

第
十
l
毒
雑
則
 
（
第
百
条
－
第
百
六
条
）
 
 

第
九
章
 
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
関
廃
 
 
 

第
〓
即
 
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
の
適
用
重
訂
 
 

に
関
す
る
特
例
 
（
第
五
十
八
条
）
 
 
 

第
二
節
 
長
期
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
 

第
l
款
 
長
期
給
付
等
の
支
給
要
件
等
に
関
す
う
 
 

特
例
 
（
第
五
十
九
条
－
亮
六
十
二
条
ノ
 
 

第
二
款
 
長
期
給
付
等
の
額
の
計
算
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
第
六
十
三
粂
－
舞
六
十
六
条
〕
 
 
 

第
三
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
長
期
 
 

給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
莞
六
十
七
条
－
 
 

第
六
十
九
条
）
 
 
 

第
四
節
 
二
以
上
の
相
手
国
期
間
を
有
す
る
省
に
採
 
 

る
長
期
給
付
等
に
閲
す
ろ
韓
例
 
（
第
七
十
 
 

条
・
第
七
十
一
条
）
 
 
 

第
五
節
 
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
 
（
第
七
十
 
 

二
条
1
第
七
十
五
条
）
 
 

第
十
章
 
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
関
係
 
 
 

第
〓
即
 
私
立
学
校
数
職
員
共
済
法
の
適
用
範
剛
戸
 
 

関
す
る
特
例
 
（
第
七
十
」
へ
条
）
 
 
 

第
二
節
 
長
期
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
 

第
一
款
 
長
期
給
付
等
の
支
給
要
件
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
舞
七
十
七
条
－
第
八
十
条
）
 
 

第
二
款
 
長
期
給
付
等
の
額
の
計
算
等
に
関
す
る
 
 

特
例
 
（
第
八
十
一
条
－
竃
八
十
四
条
）
 
 
 

第
三
節
 
発
効
日
前
の
障
害
又
は
死
亡
に
係
る
長
期
 
 

給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
八
十
五
条
†
 
 

第
八
十
七
粂
）
 
 
 

第
四
節
 
二
以
上
の
相
手
国
期
間
を
有
す
る
音
に
係
 
 

る
長
期
給
付
等
に
関
す
る
特
例
 
（
第
八
十
 
 

八
粂
・
第
八
十
九
条
）
 
 

第
五
節
 
不
服
申
立
て
に
関
す
る
特
例
等
（
第
九
十
一
 
 
 
 
条
－
第
九
十
二
条
）
 
 
 
 
 
 
 
 
肝
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金
融
庁
組
績
令
の
l
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
 
 

布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
戌
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
問
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

政
令
案
百
∧
十
八
号
 
 

金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
 
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
 
 

九
号
）
 
第
六
ユ
±
一
条
第
四
項
及
び
金
融
庁
設
置
法
 
（
平
成
 
 

十
年
弦
径
第
百
三
十
号
）
 
第
十
九
条
篇
四
項
の
規
定
に
基
 
 

づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

金
融
庁
粗
描
令
 
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
l
l
号
）
 
 

っ
～
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 
 

篇
六
条
第
一
項
中
 
「
七
人
」
 
の
下
に
「
（
う
ち
l
人
は
、
 
 

蘭
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
 
 

も
の
と
す
る
。
）
」
 
を
加
え
る
。
 
 
 

第
t
工
・
五
条
第
一
項
中
 
「
一
人
（
」
 
を
 
「
二
人
 
（
う
ち
 
 

一
人
ほ
、
」
に
改
め
る
。
 
 
 

附
則
第
五
条
第
一
項
中
 
「
参
事
官
」
 
の
下
に
「
（
第
三
項
 
 

に
規
定
す
る
も
の
■
を
除
く
J
」
 
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
 
 

「
前
項
」
 
の
下
に
 
「
及
び
次
項
」
 
を
加
え
、
同
条
第
三
項
 
 

ウ
「
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
・
を
除
く
J
の
う
ち
一
人
」
 
 

を
「
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
 
 

れ
る
も
の
に
限
る
J
」
 
に
改
め
る
。
 
 
 

附
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
 
 
 

（
証
券
取
引
等
監
視
委
員
会
事
務
局
次
長
の
設
置
期
間
 
 
 

の
踪
例
）
 
 

・
琴
ハ
条
 
第
二
十
五
条
第
一
項
の
次
長
 
（
関
係
の
あ
る
他
 
 
 

の
職
を
占
め
る
看
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
以
外
の
 
 
 

も
の
に
限
る
。
）
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
 
 
 

で
置
か
れ
る
も
の
と
す
る
。
 
 

・
汁
「
一
 
 
．
1
■
■
J
 
 

円
R
只
 
 
 

こ
一
り
致
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

内
閣
監
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 
 

政
 
 

令
 
 

株
式
会
社
産
業
再
生
機
楕
法
第
五
十
二
条
賃
∵
項
の
政
 
 

令
で
定
め
る
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
t
一
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
一
二
 
 

政
令
第
百
九
十
号
 
 

株
式
会
社
産
業
再
生
機
梼
法
第
五
十
二
条
第
一
項
 
 

の
政
令
で
定
め
る
日
を
定
め
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
株
式
会
社
産
業
再
生
機
梼
法
 
（
平
成
十
五
年
 
 

法
律
第
二
十
七
号
）
 
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
 
 

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

株
式
会
社
産
業
再
生
機
構
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
政
 
 

令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
十
九
年
六
月
三
十
日
と
す
る
。
 
 

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
 
 

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
 
 

令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

政
令
第
百
八
十
九
号
 
 

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
 
 

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
 
 

を
定
め
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
 
 

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 
（
平
成
十
九
年
 
 

法
律
第
六
十
九
号
）
 
附
則
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
 
 

の
政
令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
 
 

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
 
 

九
年
七
月
一
日
と
す
る
。
 
 内

閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

法
務
大
臣
 
長
勢
 
甚
遠
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
 

財
務
大
臣
 
尾
身
 
 

経
済
産
業
大
臣
 
甘
利
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
．
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 
 

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
行
令
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 
 

政
令
第
百
九
十
〓
号
 
 

障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
及
び
児
童
福
祉
法
施
 
 

行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
障
害
者
自
立
支
援
法
 
（
平
成
十
七
年
法
律
第
 
 

百
二
十
三
号
）
 
第
二
十
九
条
第
四
項
 
（
同
法
附
則
第
二
十
 
 

一
条
第
三
項
及
び
第
二
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
 
 

る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
八
粂
 
 

第
三
項
第
二
号
た
だ
し
菩
及
び
第
七
十
六
条
第
一
項
た
だ
 
 

し
書
並
び
に
児
童
福
祉
法
 
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
 
 

十
四
号
）
 
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
 
 

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

（
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）
 
 

禁
〓
条
 
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
令
 
（
平
成
十
八
年
政
 
 
 

令
第
十
号
）
 
の
】
部
・
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
ゥ
 
 

第
二
十
九
条
第
一
項
中
 
「
二
十
万
円
」
 
を
 
「
二
十
三
 
 
 

万
五
千
円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

第
三
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
 
「
二
万
円
」
 
を
 
「
三
 
 
 

万
三
千
円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

第
四
十
三
粂
の
二
第
二
項
中
 
「
五
十
万
円
」
 
を
 
「
四
 
 
 

十
六
万
円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

附
則
第
十
一
条
第
二
項
中
 
「
十
万
円
」
 
を
 
「
十
六
万
 
 
 

円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

附
則
第
十
二
条
中
 
「
二
十
万
円
」
 
を
 
「
二
十
三
万
五
 
 
 

千
円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

附
則
第
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
 
「
二
十
万
円
」
 
を
 
 
 

「
二
十
三
万
五
千
円
」
 
に
改
め
、
同
項
第
二
言
ち
中
 
「
二
 
 
 

万
円
」
 
を
 
「
三
万
三
千
円
」
 
に
改
め
る
。
 
 
 

（
児
童
福
祉
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）
 
 

第
二
条
 
児
童
福
祉
法
施
行
令
 
（
昭
和
二
十
三
年
政
令
第
 
 
 

七
十
四
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 
 

第
五
十
粂
の
六
第
二
項
中
 
「
十
万
円
」
 
を
 
「
十
六
万
 
 
 

円
」
 
に
改
め
る
。
 
 

⊥
－
一
 
 
‖
〓
一
 
m
■
J
1
日
u
ハ
 
 
 

ニ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
柳
澤
 
伯
夫
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
■
た
芋
業
活
 
 

動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
、
雪
を
 
 

こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
十
九
年
六
月
二
十
七
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 
 

政
令
第
百
九
十
三
号
 
 

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
贅
塘
を
活
用
し
た
京
 
 

菜
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
誰
行
期
日
■
を
七
王
 
 

め
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
 
 

た
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
 
（
平
成
十
九
年
法
廷
 
 

第
三
十
九
号
）
 
附
則
第
一
粂
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
陀
 
 

令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

中
小
企
業
に
よ
る
地
域
産
業
資
源
を
活
用
し
た
事
業
活
 
 

動
の
促
進
に
関
す
る
法
廷
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
九
年
 
 

六
月
二
十
九
日
と
す
る
。
 
 

総
務
大
臣
 
 

財
誇
大
臣
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
 

農
林
水
産
大
臣
 
 

経
済
産
業
大
臣
 
 

算
定
し
た
額
を
限
度
と
す
る
J
に
二
分
の
〓
車
乗
じ
て
得
 
 

た
嶺
と
す
る
。
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
ゥ
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
柳
浬
r
 
伯
矢
 
 

内
閻
詮
哩
大
臣
 
安
倍
 
晋
三
 
 

い
て
都
道
府
県
が
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
祷
助
す
る
 
 

領
 
（
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
の
運
航
に
関
す
る
費
用
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
ろ
 
 

国
の
都
道
府
県
に
対
す
る
補
助
金
の
額
は
、
各
年
度
に
・
詣
 
 

医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
 
 

第
百
三
号
）
琴
ハ
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
故
 
 

令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

守
を
勘
奏
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
■
よ
り
 
 

令
第
百
九
十
二
号
 
 
 

救
急
医
頻
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
 
 

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
 
 

内
閻
は
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
ブ
タ
ー
を
用
い
た
琴
芝
 
 

国
土
交
清
二
人
臣
臨
時
代
理
 
 

国
務
大
臣
 
管
 
 

内
問
総
理
大
臣
 
家
信
 
 
 

菅
 
 
義
隆
 
 

－3－  
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救
急
医
療
席
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
 
 

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
 
 
御
 
璽
 
 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
四
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
福
田
 
康
夫
 
 
 

政
令
第
六
十
号
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
放
急
医
療
 
 

の
碓
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
の
施
行
期
 
 

日
を
定
め
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
救
急
医
癖
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
 
 

医
療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
 
 

第
百
三
ロ
ち
）
附
則
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
 
 

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
一
項
た
だ
し
害
に
規
達
 
 

す
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
年
四
月
二
日
と
す
 
 

る
。
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
l
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
福
田
 
康
夫
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（
前
の
ペ
ー
ジ
よ
り
続
き
）
 
 

〔
公
 
 
告
〕
 
 

諸
事
項
 
 

官
庁
 
 
 

財
団
、
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
懲
 
 
 

戒
処
分
関
係
 
 

裁
判
所
 
 
 

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、
 
 
 

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
関
係
 
 

会
社
そ
の
他
 
 

○
財
務
省
令
第
十
円
号
 
 

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
 
 

正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
 
 

の
規
定
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
国
家
公
務
員
宿
舎
法
（
昭
 
 

和
二
十
四
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
二
条
の
規
定
に
 
 

基
づ
き
、
国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
 
 

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
 
 
 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日
 
 

財
務
大
臣
 
碩
賀
福
志
郎
 
 

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
規
則
の
〓
誹
を
改
正
す
 
 

る
省
令
 
 
 

国
家
公
務
員
宿
舎
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
大
蔵
 
 

省
令
第
十
号
）
 
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 
 

第
十
一
条
第
一
項
中
「
別
表
第
十
」
を
「
別
表
第
十
こ
 
 

に
改
め
る
。
 
 

附
 
則
 
 

○
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
六
号
 
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
の
確
 
 

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
号
）
 
 

第
九
条
第
一
項
、
第
三
項
各
号
及
び
第
十
四
条
の
規
定
に
 
 

基
づ
き
、
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
 
 

療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
助
成
金
交
 
 

付
事
業
に
係
る
登
録
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
 
 

る
。
 
 
 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
療
 
 

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
規
定
す
る
助
成
 
 

金
交
付
事
業
に
係
る
登
録
に
関
す
る
省
令
 
 
 

（
助
成
金
交
付
事
業
）
 
 

第
一
条
 
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
用
い
た
救
急
医
 
 
 

療
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
九
年
法
律
 
 
 

第
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
 
 
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
（
以
下
「
助
成
金
交
付
 
 
 

事
業
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
に
充
 
 
 

て
る
た
め
の
助
成
金
を
交
付
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
営
 
 
 

利
を
目
的
と
す
る
も
の
で
な
い
も
の
と
す
る
。
 
 

一
法
第
二
条
に
規
定
す
る
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
 
 
 

タ
ー
（
以
下
「
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
」
と
い
 
 
 

う
J
の
確
保
及
び
そ
の
運
航
の
た
め
の
基
盤
整
備
に
 
 

要
す
る
責
用
 
 
 

こ
の
省
令
は
、
 
 

令
 
 

省
 
 

二
 
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
要
す
る
費
 
 

用
 
 
 

三
 
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
の
円
滑
化
を
 
 

図
る
た
め
の
措
置
に
要
す
る
費
用
 
 
 

四
 
救
急
医
療
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
に
関
す
る
調
 
 

査
研
究
に
要
す
る
費
用
 
 
 

（
登
録
の
申
請
）
 
 

第
二
条
 
法
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
 
 
 

法
人
は
、
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
て
、
 
 
 

厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

一
定
款
又
は
寄
附
行
為
（
以
下
「
定
款
等
」
と
い
う
。
）
 
 
 

二
 
法
第
九
条
第
二
項
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
旨
 
 

を
説
明
す
る
書
顆
 
 
 

三
 
次
条
及
び
第
四
条
各
号
の
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
 
 

を
証
す
る
書
類
 
 
 

（
法
第
九
条
第
三
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
 
 
 

る
基
準
）
 
 

第
三
条
 
法
第
九
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
 
 
 

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 
 

一
基
金
に
管
理
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

l
一
基
金
は
、
寄
附
金
及
び
当
該
基
金
の
運
用
に
よ
り
 
 

生
じ
た
収
益
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

三
 
基
金
は
、
助
成
金
の
交
付
及
び
こ
れ
に
要
す
る
費
 
 

用
並
び
に
当
該
基
金
の
管
理
及
び
運
用
に
要
す
る
賞
 
 

用
以
外
の
費
用
に
充
て
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 
 
 

四
 
助
成
金
の
交
付
に
要
す
る
費
用
並
び
に
当
該
基
金
 
 

の
管
理
及
び
運
用
に
要
す
る
資
用
の
額
は
、
実
費
を
 
 

勘
案
し
て
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
 
 

る
こ
と
。
 
 
 

五
 
基
金
の
支
出
に
つ
い
て
、
次
条
第
五
号
の
委
員
会
 
 

の
意
見
を
聴
取
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

六
 
基
金
の
運
用
状
況
に
関
す
る
記
録
が
作
成
さ
れ
て
 
 

い
る
こ
と
。
 
 
 

（
法
第
九
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
 
 
 

る
基
準
）
 
 

第
四
条
 
浅
発
九
条
第
三
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
 
 
 

定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 
 

一
役
員
に
救
急
医
療
に
関
す
る
識
見
を
有
す
る
者
が
 
 
 

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
救
急
医
療
の
充
実
に
資
す
る
事
業
に
つ
い
て
相
当
 
 

の
実
損
を
有
す
る
こ
と
。
 
 
 

三
 
助
成
金
交
付
事
業
を
継
続
的
に
実
施
で
き
る
と
認
 
 

め
ら
れ
る
計
画
を
有
す
る
こ
と
。
 
 
 

国
民
健
康
保
険
の
国
庫
負
担
金
及
び
被
用
老
保
険
等
保
 
 

険
者
拠
出
金
等
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
四
 
 

年
政
令
第
四
十
〓
号
）
第
一
条
第
一
項
並
び
に
第
五
条
第
 
 

七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
民
健
康
保
険
の
 
 

事
務
責
負
担
金
等
の
交
付
額
等
の
算
定
に
関
す
る
省
令
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
 
 
 

平
成
二
十
年
三
月
二
十
六
日
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

四
 
特
定
の
地
域
に
偏
る
こ
と
な
く
全
国
的
に
助
成
金
 
 
 

交
付
事
業
を
実
崩
す
る
こ
と
。
 
 
 

五
 
医
療
、
法
律
、
会
計
等
に
関
し
て
識
見
を
有
す
る
 
 
 

看
で
あ
っ
て
当
該
法
人
の
役
員
、
社
員
、
評
議
員
又
 
 
 

は
使
用
人
で
な
い
も
の
か
ら
な
る
委
員
会
を
設
置
し
 
 

て
い
る
こ
と
。
 
 
 

六
 
助
成
金
交
付
事
業
を
適
確
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
 
 

に
足
り
る
経
理
的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力
が
あ
る
こ
 
 

と
。
 
 
 

七
 
役
員
の
う
ち
に
は
、
各
役
員
に
つ
い
て
、
そ
の
役
 
 
 

員
、
そ
の
配
偶
者
及
び
三
親
等
以
内
の
親
族
が
役
員
 
 

の
総
数
の
三
分
の
二
ぞ
超
え
て
含
ま
れ
る
こ
と
が
な
 
 

い
こ
と
。
 
 
 

八
 
社
員
そ
の
他
の
構
成
員
、
役
員
、
評
議
員
又
は
使
 
 

用
人
及
び
こ
れ
ら
の
老
の
配
偶
者
又
は
三
親
等
以
内
 
 

の
親
族
に
対
し
て
特
別
の
利
益
を
与
え
な
い
こ
と
。
 
 
 

九
 
不
適
正
な
経
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
 
 
 

十
 
当
該
法
人
に
つ
き
法
令
に
違
反
す
る
事
実
、
偽
り
 
 

そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
利
益
を
得
、
又
は
得
よ
 
 

う
と
し
た
事
実
そ
の
他
公
益
に
反
す
る
事
実
が
な
い
 
 

こ
と
。
 
 
 

十
一
定
款
等
に
お
い
て
、
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
 
 

り
登
録
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
そ
の
基
金
の
全
額
 
 

を
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
他
の
法
第
九
条
第
一
項
 
 

の
登
録
を
受
け
て
い
る
法
人
に
贈
与
す
る
旨
の
定
め
 
 

が
あ
る
こ
と
。
 
 
 

十
二
 
定
款
等
に
お
い
て
、
当
該
法
人
が
解
散
し
た
場
 
 

合
に
そ
の
残
余
財
産
が
国
、
地
方
公
共
団
体
又
は
他
 
 

の
救
急
医
療
の
充
実
を
目
的
と
す
る
法
人
に
帰
属
す
 
 

る
旨
の
定
め
が
あ
る
こ
と
。
 
 
 

（
実
施
状
況
の
報
告
）
 
 

第
五
条
 
法
第
九
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
て
い
る
法
人
 
 
 

は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
助
成
金
交
付
 
 
 

事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
 
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

附
 
則
 
 

こ
の
省
令
は
、
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